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国立大学からのメッセージ

今
日
の
社
会
が
直
面
す
る
課
題
を
克
服
し
、
安
全
で
安
定

し
た
新
た
な
社
会
の
構
築
の
た
め
に
、
国
立
大
学
は
、「
卓

越
し
た
人
材
の
育
成
」「
研
究
の
深
化
」「
地
域
振
興
の
中

核
拠
点
」「
国
際
貢
献
活
動
の
推
進
」
と
い
う
、
四
つ
の
使

命
を
約
束
し
ま
し
た
。

私
た
ち
国
立
大
学
は
、
四
つ
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
、

全
国
の
大
学
や
大
学
共
同
利
用
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
も
、

自
ら
の
個
性
と
特
色
を
明
確
化
し
、
こ
れ
ら
を
武
器
に
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
総
力
を
結
集
し
て
、
五
つ

の
方
策
を
も
っ
て
改
革
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

有
機
的
連
携
で

    
未
来
を
拓
く

大学運営の
効率化・高度化と
経営基盤の強化

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
実
な
実
行
と

社
会
に
向
け
た
可
視
化

教
育
の
質
と
基
盤
を
強
化
す
る

国
や
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
連
携

個
性
を
発
揮
す
る
た
め
の

大
学
統
治
機
能
の
強
化

情報の可視化と
自己評価を徹底し
説明責任を果たす



【
特
集
】有
機
的
連
携
で
未
来
を
拓
く

厳
し
い
経
済
状
況
や
激
化
す
る
国
際
競
争
の
中
で
、
国
立
大
学
は
、
運
営
面
で
の
経
営
努
力
や
、

教
育
・
研
究
の
充
実
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
特
集
で
は
、
大
学
間
の
事
務
業
務
の
共
同
化
、
設
備
の
共
有
化
、

外
部
と
の
柔
軟
な
連
携
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意
思
決
定
を
可
能
に
す
る
Ｉ
Ｒ
機
能
の
構
築
な
ど
、

運
営
の
無
駄
を
排
し
、
教
育
・
研
究
活
動
の
強
化
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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複
数
の
大
学
が
手
を
携
え
れ
ば
、１
＋
１
が
３
に
な
っ
た
り
、大
学
の
合
理
的
・
効
率
的
運
営
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

近
隣
地
域
の
大
学
が
、
共
同
で
事
務
処
理
や
教
育
・
研
究
活
動
を
行
う
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
進
行
し
て
い
る
連
携
の
動
き
か
ら
、
今
号
は
四
つ
の
地
域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

新
た
な
視
点
の
導
入

大
学
間
連
携
で
合
理
化
を
図
り

協
力
し
て
教
育
・
研
究
力
を
ア
ッ
プ

連
携
に
よ
る
効
率
化

大
学
の
個
性
と
強
み
を

生
か
し
た
事
業
を
展
開

—
—

 

北
陸
地
区
国
立
大
学
連
合

金
沢
大
学
×
富
山
大
学
×
福
井
大
学
×

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

  

「
北
陸
地
区
国
立
大
学
連
合
」
は
、
２
０
０
２
年
度

か
ら
各
大
学
の
個
性
や
強
み
を
生
か
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
研
究
の
活
性
化
や
社
会
貢
献
活
動
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
学
間
の
単
位
互
換
や
、

教
員
た
ち
に
よ
る
共
同
研
究
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
開
催
、
人
事
交
流
や
医
薬
品
の
共
同
購
入
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

「北陸４大学連携まちなかセミナー」
http://www.crc.kanazawa-u.ac.jp/crc/work/syougai.
machinaka.html

学術連携支援 ：http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_
kyoryoku/grant/hokurikudaigakurengo/sien.html

北陸

中国

近畿

四国

用
紙
の
共
同
調
達
や
資
金
の
共
同
運
用
を
開
始

—
—

 

中
国
地
区
国
立
大
学
法
人

鳥
取
大
学
×
島
根
大
学
×
岡
山
大
学
×
広
島
大
学
×
山
口
大
学

　

中
国
地
区
の
５
国
立
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度

に
協
定
を
締
結
し
、
事
務
部
門
の
連
携
に
よ
っ

て
、
各
大
学
の
資
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用

し
、
教
育
研
究
・
社
会
貢
献
活
動
や
事
務
機
能
の

強
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
既
に
、
経
費
削
減
や

事
務
の
効
率
化
の
た
め
、「
リ
サ
イ
ク
ル
Ｐ
Ｐ
Ｃ

用
紙
の
共
同
調
達
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
、

実
践
し
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
２
年
度
か
ら
は
、

各
大
学
の
運
用
可
能
資
金
を
合
算
し
、
効
果
的

な
資
金
運
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

京
都
教
育
大
学
×
大
阪
教
育
大
学
×

奈
良
教
育
大
学

共
同
で
次
世
代
教
員
を
育
成

—
—

 

京
阪
奈
三
教
育
大
学
連
携

　
「
京
阪
奈
三
教
育
大
学
連
携
」
で
は
、
教
員
養
成
及
び

教
養
教
育
を
強
化
す
る
た
め
、
学
生
合
同
セ
ミ
ナ
ー
や

教
員
採
用
試
験
説
明
会
の
共
同
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
双
方
向
遠
隔
授
業

を
２
０
１
２
年
度
か
ら
試
行
し
、
２
０
１
３
年
度
に
本

格
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
教
員
に
不
可
欠
な
情
報
や
技
術
に
関

す
る
知
識
・
I
C
T（Inform

ation & Com
m

unication 
Technology

）ス
キ
ル
を
持
っ
た
教
員
を
養
成
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
に
着
手
し
ま
す
。
事
務
処
理
に
お

い
て
も
、
共
同
・
効
率
化
を
進
め
る
仕
組
み
を
導
入
し

ま
す
。

連携
カリキュラム開発

授業

事務処理

３つのカテゴリ
での連携

奈良教育大学 双方向遠隔授業：
http://www.nara-edu.ac.jp/students/
etc/post_2.html　

Ｗ
Ｇ
に
よ
り
運
営
を
高
度
化

—
—

 

四
国
国
立
大
学
協
議
会

　

２
０
１
１
年
、「
四
国
国
立
大
学
協
議
会
」
は
、
大
学

資
源
の
有
効
活
用
や
、
事
務
機
能
の
強
化
を
目
的
に

「
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
大
学
間
連
携
共
同
実
施
委

員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
の
下
に
は「
財
務
」、

「
人
事
」、「
情
報
」
の
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）

を
配
置
し
、
物
品
の
共
同
調
達
や
、
資
金
運
用
、
給
与
・

共
済
事
務
の
共
同
化
、
職
員
研
修
の
共
同
実
施
、
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
含
め
た
ク
ラ
ウ
ド
化
や

シ
ス
テ
ム
の
共
有
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

徳
島
大
学
×
鳴
門
教
育
大
学
×

香
川
大
学
×
愛
媛
大
学
×
高
知
大
学

四国国立大学協議会

四国地区国立大学法人
大学間連携共同実施委員会

W　G

人事

情報
財務

共同実施委員会の下に
WGを設置
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科
学
の
面
白
さ
を
社
会
に
伝
え
る

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
　
筑
波
大
学

　

筑
波
大
学
の
理
系
の
研
究
力
を
広
く

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
サ
イ
エ

ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
、
広
報

室
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の

仕
事
は
、
専
門
的
で
難
し
く
な
り
が
ち
な

科
学
を
、
少
し
で
も
身
近
な
存
在
に
す
る

こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
出

す
こ
と
を
研
究
者
に
提
案
し
た
り
、
研

究
者
が
書
い
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
明
確
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
文
系
と
理
系
の
教
員
が

一
つ
の
テ
ー
マ
の
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
文
理
融
合
の
視
点
を
探

る
一
般
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
は
、
筑
波
大
学
が
地
域
の
核
と

な
り
、
知
恵
や
研
究
力
を
還
元
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
筑
波
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー　

渡
辺
政
隆
教
授
・
談
）

東京藝術大学：http://www.geidai.ac.jp/office/
kenkyo/gakugairenkei/jutakujigyo.html
広島大学：http://www.hiroshima-u.ac.jp/kikin/

http://www.tsukuba.ac.jp/
public/pressrelease-lists.html
http://www.tsukuba.ac.jp/
public/pressreport.html

【特集】　有機的連携で未来を拓く 新たな大学運営

学
外
の
見
識
を

取
り
入
れ
る　
岐
阜
大
学

　

岐
阜
大
学
で
は
、
大
学
を
巡
る
社
会

動
向
の
情
報
を
入
手
し
、
大
学
運
営
に

反
映
す
る
こ
と
で
、
教
育
・
研
究
・
社

会
貢
献
活
動
の
充
実
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
外
か
ら
、
岐
阜
県
商

工
労
働
部
長
を
学
長
特
別
参
与
に
任
命

し
ま
し
た
。
意
見
交
換
を
通
し
、
長
期

実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
や
、
産
官
学
連
携
を
通
じ
た
人
材
育

成
活
動
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
都
市
政

策
の
知
見
を
県
の
施
策
に
生
か
す
た
め
、

教
員
を
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
県
に
派

遣
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
職
員
を
対
象
に
し
た
「
地
域

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
研
修
事
業
」
も
実

施
し
、
大
学
の
持
つ
知
的
資
源
を
活
用

し
、
地
域
経
済
活
性
化
を
目
指
し
て
、

行
政
課
題
の
解
決
法
を
探
っ
て
い
ま
す
。

外
部
資
金
を
獲
得
し

社
会
や
学
生
に
還
元

東
京
藝
術
大
学
　
広
島
大
学

　

東
京
藝
術
大
学
で
は
、
２
０
０
６
年

度
に
「
受
託
事
業
」
制
度
を
整
備
し
ま

し
た
。
同
大
学
の
教
育
研
究
成
果
を
芸

術
文
化
振
興
や
社
会
貢
献
に
生
か
す
と

同
時
に
、
外
部
か
ら
事
業
を
受
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
己
収
入
増
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
国
や
自
治
体
、

民
間
企
業
な
ど
か
ら
受
託
し
、
毎
年
20

東京藝術大学、台東区、墨田区の３者共催による
「ＧＴＳ観光アートプロジェクト」のワークショップ

新
た
な
視
点
の
導
入

前職では、サイエンスライターや、
シンクタンクで社会と研究者をつ
なぐ活動をしていた渡辺教授

外
部
の
人
材
と
資
金
を
獲
得
し

新
規
取
り
組
み
で
社
会
に
還
元
す
る

「
開
か
れ
た
大
学
」
を
目
指
し
、
学
外
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
招
い
て
研
究
情
報
の
発
信
力
を
強
化
し
た
り

社
会
を
広
い
視
野
で
と
ら
え
た
り
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
外
部
資
金
を
得
る
試
み
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

件
前
後
の
事
業
を
実
行
し
て

い
ま
す
。

　

広
島
大
学
も
、
２
０
０
７

年
度
に
「
広
島
大
学
基
金
」

を
設
立
し
、
寄
付
金
を
奨
学

金
制
度
や
短
期
海
外
研
修
制

度
、
大
学
院
生
の
国
際
学
会

発
表
支
援
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
２
年
度
に

は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

活
動
を
行
う
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
つ
な
が
り
隊
」
派

遣
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

撮影／家老芳美
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一
つ
の
大
学
が
持
つ
施
設
や
設
備
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
営
面
で
効
率
化
を
図
り

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
共
同
利
用
に
よ
る
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

設
備
と
情
報
の
共
同
利
用

複
数
の
大
学
・
教
育
機
関
の
利
用
で

新
た
な
関
係
や
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

最
先
端
の
技
術
支
援
で

社
会
還
元
と
自
由
な
研
究
を
実
践

徳
島
大
学

　

徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｓ
）
研
究
部
で
は
、
総

合
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、

最
先
端
機
器
の
集
約
化
を
図
り
、
効
率

的
に
有
効
利
用
し
て
い
ま
す
。
機
器
だ

け
で
な
く
管
理
運
営
組
織
を
一
つ
に
す

る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
解
剖
学
や
生

化
学
な
ど
の
分
野
を
超
え
て
集
ま
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
情
報
の
共
有
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
面
で
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
バ
イ

オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
ニ
コ
ン
イ
ン
ス
テ
ッ
ク
と
の
連
携

に
よ
り
、
二
光
子
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
な

ど
、
最
新
で
高
性
能
な
機
器
が
充
実
す

る
と
と
も
に
、
技
術
指
導
も
受
け
て
い

ま
す
。
理
化
学
研
究
所
と
も
連
携
・
協

力
し
て
お
り
、
大
塚
製
薬
や
大
鵬
薬
品

工
業
を
始
め
と
す
る
地
元
企
業
と
大
学

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
活
発
に
交
流
す
る
土

壌
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
高
度
専
門
技
能
を
有
し

た
人
材
を
企
業
か
ら
即
戦
力
の
専
任
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
、
機

器
は
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
さ
れ
、
最
先
端
の
技
術
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
と
い
う
、
大

学
と
は
異
な
る
環
境
に
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
参
加
で
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
緊
張
感

あ
る
良
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
受
託

支
援
も
行
い
、
研
究
推
進
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
同
時
に
、
得
ら
れ
た
受
託
金

は
、
機
器
の
維
持
・
更
新
費
な
ど
に
、

効
率
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
者
に
研
究
の

楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
生
も

最
新
機
器
を
い
つ
で
も
使
え
ま
す
。
社

会
還
元
と
し
て
の
研
究
実
績
を
あ
げ
る

と
と
も
に
、
国
立
大
学
と
し
て
、
若
者

が
自
由
に
研
究
で
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

PET/CT による腫瘍イ
メージング（上）と、分
子レベルで観察でき
る超解像顕微鏡（右）

http://healthbio.basic.med.tokushima-u.ac.jp/jp/rsupport.html

全
国
51
校
の
高
専
と
つ
な
が
る

統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム

長
岡
技
術
科
学
大
学

　

長
岡
技
術
科
学
大
学
附
属
図
書
館
で

は
、
開
学
当
初
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

提
供
な
ど
、
全
国
の
国
立
高
専
（
高
等

専
門
学
校
）
図
書
館
と
連
携
し
、
教
育
・

研
究
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
長
岡

技
科
大
・
高
専
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
」

を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
で
構
築
し
、

全
国
51
国
立
高
専
が
同
大
学
の
図
書
業

統合図書館システムイメージ図

http://lib.nagaokaut.ac.jp/kousenrenkei.pdf

務
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
統
合
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
全
国

立
高
専
に
設
置
さ
れ
て
い
た

サ
ー
バ
の
約
10
分
の
１
の
台

数
に
集
約
化
が
で
き
、
経
費

の
み
な
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
管

理
面
で
の
業
務
量
や
電
力

消
費
量
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

バイオイメージングステーションから生まれる広がり

全国５１高専長岡技術科学
大学サーバ

インターネット



【特集】　有機的連携で未来を拓く 新たな大学運営

練
習
船
の
共
同
利
用
で

海
洋
科
学
技
術
の
発
展
に
貢
献
　
東
京
海
洋
大
学

　

東
京
海
洋
大
学
は
、
教
育
関
係
の
共

同
利
用
に
関
す
る
制
度
・
組
織
を
整
備

し
、
所
有
す
る
「
神
鷹
丸
」「
汐
路
丸
」

他
の
練
習
船
を
用
い
て
、
洋
上
教
育
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
海
洋
国
家
と
し
て
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
た
め
に
は
、
海
洋
関
係
の

教
育
研
究
機
関
の
み
な
ら
ず
、
一
般
教

育
研
究
機
関
の
参
画
機
会
を
設
け
、
海

洋
科
学
技
術
の
重
要
性
を
、
社
会
へ
周

知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
大
学

の
活
動
は
、
大
学
の
機
能
別
分
化
の
促

進
と
関
係
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

http://www.kaiyodai.ac.jp/kyodo/kyodo_index.html

＜想定する共同利用先＞
練習船を保有していない海洋教
育・研修を行う国公私立大学

＜共同利用の条件＞
単位認定があるカリキュ
ラムでの利用であること

＜提供するもの＞
練習船とともに、東京海洋大学
の船舶乗務員及び共同利用をサ
ポートする教員が必ず乗船

＜見込まれる効果❷＞
共同利用先である他大学の利用法など
から、参考にすべき点を取り入れる

＜見込まれる効果❶＞
日本の海洋科学技術への貢献と発展

中
国
地
区
の

４
国
立
・
私
立
大
学
で

海
外
拠
点
を
共
同
利
用

広
島
大
学

　

広
島
大
学
北
京
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

２
０
０
２
年
に
北
京
市
の
首
都
師
範
大

学
内
に
設
置
し
た
海
外
拠
点
で
す
。

　

現
在
、
中
国
地
区
の
福
山
大
学
、
山

口
大
学
及
び
岡
山
大
学
の
４
大
学
で
共

同
利
用
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
以

降
、
毎
年
同
セ
ン
タ
ー
で
中
国
地
区
の
大

学
が
留
学
フ
ェ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
に
は
、
広
島
大
学
、
鳥
取
大

学
、
島
根
大
学
、
岡
山
大
学
、
福
山
大
学
、

山
口
大
学
の
中
国
地
区
６
大
学
共
同
で
実

施
し
、
約
１
５
０
人
の
中
国
人
学
生
に
６

大
学
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

http://home.hiroshima-u.ac.jp/brc/index.html

広島大学

岡山大学

福山大学

山口大学

広島大学北京研究センターが置かれている首都師範大学（中国：北京市）

情報の一元化と共有で
効率と利便性を上げる

福井大学　山口大学
　

一
つ
の
大
学
内
で
も
、
研
究
活
動
や

学
生
生
活
を
支
え
る
ソ
フ
ト
の
共
有
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
井
大
学
の
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、

院
内
に
点
在
し
て
い
た
デ
ー
タ
を
一
元

管
理
す
る
、
新
総
合
医
療
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
し
た
。
院
内
と
学
内
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
統
合
に
よ
り
、
臨
床
デ
ー

タ
を
画
像
医
学
教
育
や
症
例
研
究
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
大
学
で
は
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の

高
速W

i-Fi

環
境
を
整
備
し
、
屋
内
外

で
の
モ
バ
イ
ル
端
末
利
用
で
学
生
生
活

や
教
育
研
究
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

山口大学：http://www.yamaguchi-u.ac.jp/page.php/index/page/id/2193

サーバを収納する附属病院の6 つの
コンテナ（左）。福井大学ではネッ
トワークの統合で、学生でも端末
を選ばず情報を閲覧できる（下）

東京海洋大学が所有する練習船の共同利用によって
想定される活動（写真は「神鷹丸」）
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調
査・分
析
機
能
の
強
化
を
推
進

情
報
を
蓄
積
し
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
次
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
内
で
バ
ラ
バ
ラ
に
管
理
し
て
い
た

情
報
を
一
元
化
し
、
大
学
運
営
と
教
育
の
高
度
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

情
報
を
整
理
・
解
析
し

効
果
的
な
戦
略
を
立
て
る

大
学
の
教
育
研
究
活
動
の
可
視
化
に
よ
り

大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
充
実
・
強
化

京
都
大
学

情
報
を
集
約
・
共
有
し

大
学
運
営
に
生
か
す

神
戸
大
学
　
広
島
大
学

　

京
都
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度
よ
り

「
大
学
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
室
」
を

設
置
し
、
同
大
学
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ

機
能
の
強
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同
戦
略
室
の
主
要
な
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
同
大
学
が
所
有
し
て
い
る

教
育
研
究
活
動
な
ど
に
か
か
る
、
各
種

デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
・
可
視
化
が
あ

り
ま
す
。

　

分
析
・
可
視
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、

２
０
１
２
年
度
よ
り
行
う
、
す
べ
て
の

学
部
・
研
究
科
・
研
究
所
な
ど
を
対
象

と
し
た
、
組
織
改
革
の
検
討
過
程
に
お

い
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
内
の
教
育

研
究
組
織
が
抱
え
る
課
題
の
検
証
に
役

立
て
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
・
可
視

化
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
「
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ

ク
」
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　

神
戸
大
学
で
は
、
独
自
に
開
発
し
た

神
戸
大
学
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（KU

ID

）

を
通
じ
て
、
学
内
に
分
散
し
て
い
る
情

報
を
一
元
化
し
、
①
各
種
評
価
で
の
情

報
提
供
、
②
学
内
外
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

の
連
携
、
③
教
育
情
報
の
公
表
な
ど
の

取
り
組
み
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

大
学
の
現
状
を
正
確
か
つ
客
観
的
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
み
な
ら

ず
、
周
辺
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
、
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
評
価
に
つ
い
て
は
、
評

価
結
果
の
み
な
ら
ず
、
自
己
点
検
・
評

価
の
過
程
で
得
ら
れ
た
課
題
な
ど
を
踏

ま
え
た
、
改
善
指
導
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
監
事
と
連

携
し
た
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
研
究
活
動

及
び
業
務
運
営
の
改
善
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

大
学
の
意
思
決
定
・
政
策
形
成
を
支
援

し
、
更
に
は
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充

実
・
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

主
観
評
価
か
ら

客
観
評
価
へ

北
陸
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学

　

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
で

は
、
従
来
の
教
授
に
よ
る
主
観
評
価
を
、

学
生
・
社
会
に
対
し
て
説
明
可
能
な
評

価
基
準
を
用
い
て
の
、
学
科
成
績
及
び

研
究
指
導
評
価
に
改
め
る
、
新
た
な
教

育
制
度
改
革
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

学
生
の
学
習
目
標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
教
育
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　

２
０
１
２
年
に
は
、「
大
学
院
教
育
の

質
保
証
と
博
士
修
了
基
準
と
は
」
と
題

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
入
学
・
修
了
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
ポ
リ
シ
ー
に
加
え
、
研
究
室
教
育

に
つ
い
て
の
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、
研

究
指
導
に
お
い
て
、
質
の
保
証
と
客
観

評
価
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

http://www.jaist.ac.jp/cgei/index.html

神戸大学：http://www.kobe-u.ac.jp/info/
project/evaluation/pdf/kuid.pdf
広島大学：http://www.hiroshima-u.ac.jp/
top/houjin/p_ox9goe.html

【特集】　有機的連携で未来を拓く 新たな大学運営

タ
を
基
に
、
意
思
決
定
が
で

き
る
環
境
を
整
え
、
教
育
・

研
究
活
動
及
び
大
学
運
営
の

効
率
化
・
高
度
化
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

広
島
大
学
で
は
、「
大
学
経

営
企
画
室
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
学
長
直
属
の
組
織
と
す

る
こ
と
で
、
学
内
外
の
情
報

の
集
約
・
可
視
化
を
実
行
し
、

執
行
部
が
効
率
的
な
大
学
運

営
と
意
思
決
定
を
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。

神戸大学の情報データベース（KUID）のしくみ

多種評価

学内外
データベースとの

連携

教育情報の公表

情報の一元化 データの活用

KUID

データ➡ ➡
➡
➡

データ➡
データ➡
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撮影／鈴木理策

坂根正弘
企業価値を高めることを経営の基本とするコマツの会長であり、
創業の地、石川県の金沢大学で経営協議会委員を務める
坂根正弘氏に、経営者の視点から、
これからの大学運営について語ってもらいました。

私
は
、
大
学
運
営
は
企
業
経
営
と
あ
る

意
味
で
一
緒
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
我
々
で
言
う
と
こ
ろ
の
企
業
価
値
、

つ
ま
り
大
学
の
価
値
を
い
か
に
高
め
る
か
、

と
い
う
こ
と
が
基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
マ
ツ
の
場
合
に
は
、
企
業
価
値
と
は
、

社
会
と
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信

頼
度
の
総
和
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
信
頼
度
と
い
う
言
葉
を
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、「
コ
マ
ツ
で
な
い
と

困
る
度
合
い
」
と
再
定
義
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
お
客
様
に
と
っ
て
コ
マ
ツ
で
な

い
と
困
る
と
思
っ
て
も
ら
う
に
は
、
こ
の

分
野
で
は
コ
マ
ツ
し
か
な
い
と
評
価
し
て

も
ら
え
る
商
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
全
体
的
に
平
均
点
以
上
だ
け
ど
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
色
が
な
い
、
と
思
わ
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
コ
マ
ツ
は
、
他
社
が

数
年
で
は
追
い
つ
け
な
い
特
徴
を
持
っ
た

商
品
を
、「
ダ
ン
ト
ツ
商
品
」
と
称
し
て

い
ま
す
。

同
じ
こ
と
は
大
学
に
も
当
て
は
ま
り
ま

す
。
大
学
と
い
っ
て
も
競
争
と
無
縁
で
は

な
く
、
大
学
運
営
は
一
つ
の
経
営
な
の
で

す
。
日
本
に
は
、
大
学
と
は
神
聖
な
と
こ

大
学
も
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
を
高
め
る
と
こ
ろ
に

共
通
点
が
あ
る

社
会
か
ら
の
信
頼
度
で

評
価
さ
れ
る
大
学

Opinion
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今
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
人
間
力

若
者
に
は
何
で
も
や
っ
て
や
ろ
う
と
い
う

ガ
ッ
ツ
が
欲
し
い

中
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
選
択
と
重
点
配
分

と
い
う
考
え
方
が
な
い
限
り
、
そ
の
大
学

の
特
色
は
出
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
大
学

と
し
て
ど
う
い
う
選
択
を
す
る
の
か
、
そ

の
決
断
を
下
す
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
必
要

で
す
。

日
本
に
は
多
く
の
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
差
別
化
戦
略
が
な
い
限
り
、
生
き
抜

い
て
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
厳
し
い

言
い
方
を
す
れ
ば
、
学
生
を
何
の
た
め
に
教

育
す
る
か
と
い
う
目
的
志
向
に
な
ら
な
い

と
こ
ろ
に
、
今
の
日
本
の
大
学
の
根
本
的
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
は
言
え
、
大
学
に
と
っ
て
は
選
択
と

集
中
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
大
学
に

は
専
攻
を
問
わ
ず
、
ガ
ッ
ツ
や
考
え
る
力

が
身
に
つ
く
教
育
を
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
の
考
え
で
は
、
今
、
社
会
が
最
も
求

め
て
い
る
の
は
、「
ガ
ッ
ツ
が
あ
る
」「
表

現
力
が
あ
る
」「
考
え
る
力
が
あ
る
」
人

で
す
。
専
門
性
以
前
に
そ
う
い
う
素
養
が

な
い
の
が
困
る
わ
け
で
、
特
に
現
在
の
若

ろ
で
あ
っ
て
、
経
営
の
観
点
か
ら
大
学
の

あ
り
方
を
考
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意

識
が
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
海
外
に
目

を
向
け
る
と
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
は
、
こ
の
大
学
な
ら
ば
こ
の
学
部
と
い

う
特
色
が
あ
り
、経
営
的
戦
略
が
あ
り
ま
す
。

あ
え
て
例
え
る
な
ら
ば
、
大
学
に
と
っ

て
の
お
客
様
は
「
社
会
」
で
、商
品
は
「
学

生
」
で
す
。
つ
ま
り
大
学
の
価
値
と
は
、

社
会
に
ど
れ
だ
け
頼
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学

が
社
会
の
求
め
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
と
い
う
評
価
は
、
そ
の
大
学
の
学
生

が
世
の
中
に
出
て
、
ど
れ
だ
け
の
働
き
を

す
る
か
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
す
。

特
に
、
国
立
大
学
は
税
金
で
成
り
立
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
視
点
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

更
に
、「
こ
の
大
学
で
な
い
と
困
る
」

と
思
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
で
、
ど
の
分
野
の
期
待
に
応
え
る
の
か

を
選
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
分

野
で
飛
び
抜
け
た
「
ダ
ン
ト
ツ
戦
略
」
を

取
ろ
う
と
す
れ
ば
、
か
な
り
の
選
択
と
集

社
会
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
が

大
学
の
特
色
を
生
み
出
す

「
ガ
ッ
ツ
」
と
「
考
え
る
力
」

大
切
な
の
は
基
本
的
な
人
間
力
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者
に
、
何
で
も
や
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
ガ

ッ
ツ
が
な
い
こ
と
は
問
題
で
す
。

今
の
若
者
は
、
何
か
仕
事
を
与
え
る
と
、

ま
ず
そ
れ
に
関
連
す
る
論
文
が
ど
こ
に
出

て
い
る
か
、
検
索
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
何
も
考
え
ず
に

検
索
を
始
め
た
ら
、
絶
対
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

世
の
中
に
は
、
自
分
で
熟
慮
し
た
も
の

が
本
質
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

若
い
頃
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
発
見
は
少

な
い
で
す
が
、
歳
を
重
ね
る
と
、
現
在
は

主
流
の
考
え
方
や
研
究
が
極
め
て
表
層
的

で
、
本
質
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
気
付
く
こ
と
が
、
往
々
に
し
て
あ
る
も

の
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
採
用
面
接
に

立
ち
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
何
で

も
や
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
ガ
ッ
ツ
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
力
、
深
い
考
察
力
が
鍛
え
ら
れ
て

い
る
学
生
は
、
学
校
の
成
績
の
よ
し
あ
し

に
関
係
な
く
、
そ
の
後
、
社
会
で
活
躍
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
基
本
と
な

る
部
分
を
教
育
す
る
だ
け
で
も
、
他
大
学

と
の
差
別
化
が
で
き
、
基
本
的
な
力
を
持

っ
た
学
生
を
育
て
て
い
る
大
学
と
い
う
評

判
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
な
ん
て
も
の
は
、

そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
ガ
ッ
ツ
と
考
え
る
力
を
兼
ね

備
え
た
上
で
、
何
か
し
ら
の
専
門
性
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
世
界
で
も
活
躍
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
コ
マ
ツ
の
社
員
の
中
に
も
、

自
分
が
身
に
つ
け
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
完
璧
と
は
言
え
な
い
外
国
語
で
、

多
く
の
海
外
社
員
に
伝
え
て
い
る
者
も
い

ま
す
。

一
方
で
、
あ
る
意
味
矛
盾
し
て
い
る
よ

う
に
も
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
学
生
活
の
４
年
間
、
６
年
間
の
短
い
時

間
で
、
自
分
の
専
門
分
野
は
こ
れ
だ
と
決

め
付
け
な
い
ほ
う
が
良
い
。
私
が
新
入
社

員
に
必
ず
言
う
の
は
、
向
き
・
不
向
き
は

他
人
が
評
価
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。

会
社
の
仕
事
で
あ
れ
ば
何
で
も
や
っ
て
や

Opinion

ろ
う
と
い
う
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
姿
勢
が
、
そ

の
人
の
ス
キ
ル
を
伸
ば
す
の
で
す
。

と
に
か
く
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
人
が
ど
ん
ど

ん
い
な
く
な
り
、
か
つ
自
分
で
考
え
よ
う

と
い
う
人
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大

き
な
問
題
で
す
。
基
本
的
な
力
を
身
に
つ

け
た
上
で
、
専
門
性
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

ど
ん
な
社
会
で
も
通
用
し
ま
す
。
ど
の
分

野
で
も
高
い
専
門
性
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

周
囲
は
必
ず
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
く
れ
ま
す

か
ら
。

そ
し
て
大
学
も
、
自
ら
こ
う
い
う
特
色

の
あ
る
大
学
に
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
意

志
を
持
っ
て
、
世
界
の
中
で
の
競
争
に
打

ち
勝
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

坂根正弘（さかね  まさひろ）
コマツ取締役会長。1941年生まれ、島根県出身。1963年大阪市立大学工学部
卒業後、コマツに入社。1989年に取締役に就任。1991 年小松ドレッサーカン
パニー（現コマツアメリカ）社長、1999年代表取締役副社長を経て、2001年
に代表取締役社長に就任。就任直後、創立以来初の赤字に直面するが、経営
構造改革を断行し、翌期にはＶ字回復を達成。中国や東南アジア、アフリカ
など新興国にグローバル展開を進める。2007 年より会長。現在に至る。

専
門
性
を
身
に
つ
け
れ
ば

ど
の
世
界
で
も
活
躍
で
き
る
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国
立
大
学
の
教
育
と
研
究
の
成
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

一
般
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
う
し
た
成
果
を
生
か
し
た

各
支
部
の
身
近
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

支部通信

進学希望者と産業界に
研究力をアピール
電気通信大学（東京支部）

電
気
通
信
大
学
で
は
、「
大

学
院
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
と
、「
産

学
官
連
携
Ｄ
Ａ
Ｙ 

ｉ
ｎ 

電
通

大
」
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
同

時
開
催
し
て
い
ま
す
。

 「
大
学
院
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
は
、

２
０
１
１
年
度
に
、
同
大
学
院
の

研
究
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
優
秀
な

学
生
を
獲
得
す
る
た
め
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
度

は
、
１
５
０
以
上
の
研
究
室
が
最

先
端
の
研
究
を
公
開
し
ま
し
た
。

産
業
界
関
係
者
を
対
象
に
同

大
学
の
研
究
を
紹
介
す
る
「
産

学
官
連
携
Ｄ
Ａ
Ｙ 

ｉ
ｎ
電
通

大
」
で
は
、
共
同
研
究
成
果
報

告
会
や
学
生
・
一
般
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
の
他
、
同
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
展
示
、
研
究
設

備
セ
ン
タ
ー
の
設
備
を
公
開
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
進
学
希
望
者
や
産
業

界
関
係
者
が
足
を
運
び
、
大
変

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

発
見
！
国
立
大
学

--
S
T
U
D
Y
＆

P
R
O
D
U
C
T
S--

研究説明を
行う教員

北
海
道
教
育
大
学
で
は
、
食

と
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
の
協
力
を
得
て
、
北
海
道
美

唄
市
の
農
家
で
学
生
の
田
植
え

体
験
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
将
来
教

員
と
し
て
教
育
を
支
え
て
い
く

学
生
が
、
現
代
社
会
の
課
題
で

あ
る
「
食
育
」
に
つ
い
て
実
地

に
学
び
、
自
ら
体
験
で
き
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
70
人
は
、
育

苗
ハ
ウ
ス
か
ら
苗
を
運
ぶ
作
業

に
始
ま
り
、
農
家
の
人
と
一
緒

に
田
植
え
機
で
行
う
苗
の
移
植

や
、
裸
足
で
水
田
に
入
り
、
苗

を
手
作
業
で
丁
寧
に
植
え
る
体

験
を
し
ま
し
た
。

秋
に
は
、
稲
刈
り
で
収
穫
し

た
米
を
使
っ
て
、
調
理
実
習
を

行
う
予
定
で
す
。

田植えで「食育」を学ぶ！
未来を担う教師を育成
北海道教育大学（北海道支部）

農
家
の
人
に
操
作
を

教
わ
り
な
が
ら
機
械

植
え
を
す
る
学
生

宮
城
教
育
大
学
は
、
仙
台
市

天
文
台
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

で
、
音
楽
教
育
専
攻
の
学
生
を

中
心
に
、
卒
業
生
及
び
教
員
ら

に
よ
る
無
料
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
２
０
０
９
年
度
か
ら
、

年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
仙
台
市
天

文
台
と
の
連
携
事
業
の
一
つ
で
、

毎
回
、
月
や
星
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
曲
が
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０

１
１
年
度
は
、
学
生
が
天
文
台

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲
し
た
曲

の
初
演
を
行
い
、
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

来
場
者
数
は
回
を
重
ね
る
ご

と
に
増
え
、
最
近
で
は
コ
ン

サ
ー
ト
を
聴
く
た
め
に
天
文
台

を
訪
れ
る
人
も
い
ま
す
。
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
教
育
分
野
で
の
連

携
強
化
を
目
指
し
、
新
た
な
可

能
性
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

天
文
台
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
堪
能
！

宮
城
教
育
大
学
（
東
北
支
部
）

演奏する学生と音楽に
聴き入る来場者

水
族
館
で
活
躍
！

飼
育
水
再
生
装
置

長
岡
技
術
科
学
大
学
（
関
東
・
甲
信
越
支
部
）

長
岡
技
術
科
学
大
学
環
境
・

建
設
系
で
は
、
水
族
館
の
飼
育

水
を
微
生
物
の
力
で
浄
化
・
再

生
す
る
技
術
を
、
企
業
と
共
同

開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
、

京
都
水
族
館
や
す
み
だ
水
族
館

に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
、
水
族
館
の
飼
育
水
は
、

毎
日
水
槽
容
積
の
１
割
程
度
の

新
鮮
な
海
水
を
水
槽
に
足
し
、

汚
れ
を
薄
め
る
方
法
で
浄
化
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
新
鮮
な
海

水
は
、
八
丈
島
周
辺
の
海
水
や

人
工
海
水
を
用
い
る
た
め
、
コ

ス
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
同
研
究
室
の

開
発
し
た
技
術
を
用
い
る
と
、

海
水
の
補
給
を
し
な
い
で
、
１

年
半
の
間
、
飼
育
に
適
し
た
水

質
を
維
持
で
き
る
た
め
、
都
市

部
の
水
族
館
を
支
え
て
い
ま
す
。

装
置
を
取
り
付
け
た
水
槽

（
右
）と
飼
育
水
再
生
装
置

（
左
）。
微
生
物
（
　
内
筒

底
の
黒
い
部
分
）
が
飼
育

水
を
浄
化
す
る
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最新の機器を使って
実験を行う高校生と
学生たち

子どもたちに実験の説明をする学生

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
で
は
、

学
生
が
、
全
国
か
ら
参
加
し
た

高
校
生
と
独
自
の
形
式
で
研
究

を
進
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ガ
キ

大
将
と
そ
の
子
分
た
ち
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
と
高
校
生
が
少
人
数

の
チ
ー
ム
を
組
み
、
大
学
に
３

日
間
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
ト

ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
を
実
験
材
料
に

「
脊
椎
動
物
の
視
覚
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
最
新
の
機
器
を
使
い
、

実
験
・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

例
年
、
参
加
す
る
高
校
生
は

医
学
部
志
望
者
が
多
く
、
現
役

医
学
生
と
相
談
し
な
が
ら
、
研

究
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
学
生
と
高
校
生
の
研
究
チ
ー
ム

「
ガ
キ
大
将
と
そ
の
子
分
た
ち
」

浜
松
医
科
大
学
（
東
海
・
北
陸
支
部
）

子どもたちが
大学で勉強体験！
「未来からの留学生」
香川大学（中国・四国支部）

国語領域の学生とカルタの真剣勝負をする
子どもたち

生
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
し
、

数
学
領
域
の
学
生
は
パ
ズ
ル
な

ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
、
数

学
の
面
白
さ
を
解
説
し
ま
し
た
。

技
術
領
域
の
学
生
に
よ
る
「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ス
タ
ン
ド
作
り
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
は
ハ
ン
ダ
付
け
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を

高
め
る
と
同
時
に
、
学
生
に

と
っ
て
も
、
教
育
実
習
の
準
備

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

香
川
大
学
教
育
学
部
は
、
地

元
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
一

日
体
験
入
学
「
未
来
か
ら
の
留

学
生
」
を
、
毎
年
10
月
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
２
０
０

２
年
に
開
始
以
来
、
地
域
行
事

と
し
て
定
着
し
、
毎
年
１
０
０

０
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が

来
校
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
は
30
以
上
の
講

座
が
開
か
れ
、
音
楽
領
域
の
学

切
に
す
る
心
を
養
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
で
、
企
画
・

立
案
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

地域のための干潟ふれあい体験
「干潟フェスタ」
熊本大学（九州支部）

奈
良
女
子
大
学
理
学
部
で
は
、

 

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
」
を
２
０
０
６
年
度
よ
り
開

講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
科
目
は
、
子
ど
も
た
ち

に
理
科
や
数
学
の
面
白
さ
を
伝

え
る
体
験
型
学
習
や
展
示
を
、

学
生
が
企
画
・
立
案
・
準
備
・

実
行
し
、
事
後
の
評
価
・
改
善

に
取
り
組
む
、
能
動
参
加
型
授

業
で
す
。
教
員
が
学
生
の
自
主

性
を
尊
重
し
つ
つ
全
体
を
統
括

す
る
こ
と
で
、
専
門
科
目
と
し

て
の
レ
ベ
ル
と
評
価
の
公
平
性

を
保
っ
て
お
り
、
毎
年
半
数
近

い
学
部
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

毎
年
11
月
初
め
の
大
学
祭
期

間
中
の
公
開
時
に
は
、
地
域
の

小
中
高
生
を
中
心
と
す
る
参
加

者
（
２
０
１
１
年
度
延
べ
５
５

４
０
人
）
が
来
場
し
、
高
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
同
大
学
が
育
ん
だ
地

域
貢
献
の
新
し
い
形
で
あ
り
、

女
性
と
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

拓
く
企
画
と
言
え
ま
す
。

理
系
学
生
主
催
の
地
域
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」

奈
良
女
子
大
学
（
近
畿
支
部
）

「どろんこ」になり
ながら干潟を探索

熊
本
大
学
は
、
市
民
を
対
象

に
、
熊
本
港
周
辺
の
干
潟
で
生

物
の
観
察
な
ど
を
行
う

 

「
干
潟

フ
ェ
ス
タ
」
を
２
０
０
０
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。「
学

習
コ
ー
ス
」「
研
究
コ
ー
ス
」「
干

潟
体
験
コ
ー
ス
」
の
三
つ
の

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
毎
年
８
０

０
人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

体
験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
干
潟
体
験
コ
ー
ス
」
で
は
、

干
潟
の
生
物
や
泥
を
観
察
す
る

 

「
探
検
隊
」、
干
潟
で
自
由
に
遊

ぶ
「
ど
ろ
ん
こ
隊
」、
干
潟
の

堆
積
物
を
観
察
す
る
「
す
な
モ

グ
リ
隊
」
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な

歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

学
・
官
・
産
か
ら
集
ま
っ
た

総
勢
約
２
０
０
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
地
域
の

人
た
ち
に
環
境
や
生
き
物
を
大
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い
合
う
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
と
の
闘

い
と
い
う
感
覚
が
強
く
、
仲
間
と
は
応

援
し
合
い
、
教
え
合
う
と
い
う
関
係
を

築
き
ま
す
。
自
然
の
岩
場
で
は
、
仲
間

に
自
分
の
命
を
預
け
る
の
で
す
か
ら
。

 ―
―
高
校
か
ら
大
学
に
か
け
て
、

大
き
な
大
会
で
入
賞
し
て
い
ま
す
ね

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
で
は
、
高
校
１
年
生
で
優
勝
、

２
年
生
で
３
位
、
３
年
生
で
優
勝
し
ま

し
た
。
大
学
で
は
、
１
年
生
の
時
は
４

位
で
し
た
が
、
大
会
に
出
場
で
き
る
最

後
の
年
の
２
年
生
で
、
１
位
に
返
り
咲

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
、
練
習

は
主
に
県
外
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で

行
っ
て
い
て
、
大
学
の
授
業
が
忙
し
く
、

思
う
よ
う
に
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
練
習

の
成
果
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

群
馬
県
の
国
民
体
育
大
会
・
山
岳
競
技

の
監
督
を
務
め
て
い
た
父
の
影
響
で
す
。

高
校
か
ら
、
本
格
的
に
練
習
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
は
、
達
成
感

に
あ
り
ま
す
。
練
習
を
積
み
重
ね
れ
ば
、

今
ま
で
登
れ
な
か
っ
た
壁
も
登
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
努
力
の

結
果
が
は
っ
き
り
表
れ
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、「
壁
の
チ
ェ
ス
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
戦
略
が
大
切
な
ス
ポ
ー

ツ
で
、
登
っ
て
い
る
時
は
常
に
、
動
き
、

手
順
、
ス
ピ
ー
ド
を
ど
う
す
る
か
を
考

え
て
い
ま
す
。
戦
略
と
技
術
が
優
れ
て

い
れ
ば
、
筋
力
で
は
負
け
て
し
ま
う
男

性
に
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
得
た
も
の
で
最

も
大
切
な
も
の
は
、
信
頼
で
き
る
仲
間

で
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
誰
か
と
競

や
、
登
る
こ
と
自
体
を
楽
し
み
、
岩
壁

な
ど
に
加
え
、
人
工
の
「
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ル
」
を
自
ら
の
手
足
だ
け
で

登
る
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
私
は
主
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

競
技
と
し
て
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を

使
っ
た
「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
」、「
リ
ー
ド
」、

 「ス
ピ
ー
ド
」
の
３
種
目
が
あ
り
、
現
在

日
本
の
競
技
人
口
は
30
万
人
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
「
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
」
は
、
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
安
全
を
確

保
し
た
上
で
、
約
３
～
５
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
の
ウ
ォ
ー
ル
を
命
綱
を
つ
け
ず
に

登
る
競
技
で
、
命
綱
を
つ
け
て
約
15
メ
ー

ト
ル
の
ウ
ォ
ー
ル
を
登
る
の
が
「
リ
ー

ド
」
で
す
。
ど
ち
ら
も
制
限
時
間
内
で
、

登
っ
た
高
さ
を
競
い
ま
す
。「
ス
ピ
ー

ド
」
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
登
り
、

タ
イ
ム
を
競
う
も
の
で
す
が
、
日
本
で

は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

私
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
の
は

小
学
５
年
生
の
時
で
、
き
っ
か
け
は
、

―
―
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
？

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
幾
つ
か
の
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
登
り
道
具
を
活
用

し
、
岩
壁
や
山
を
登
り
切
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

長
は

谷
せ

川
が わ

  美
み

玲
れ い

群馬大学教育学部　保健体育専攻４年

今、学生は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
、
国
内
外
の
仲
間
と
信
頼
関
係
を
築
い
た
と
い
う
長
谷
川
美
玲

さ
ん
。
選
手
活
動
と
両
立
し
な
が
ら
小
学
校
の
教
員
を
目
指
し
て
勉
強
中
の
長
谷
川
さ
ん

は
、
将
来
子
ど
も
た
ち
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
語
り
ま
す
。

大
好
き
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、

自
分
と
の
闘
い

群
馬
大
学
　
長
谷
川 

美
玲
さ
ん

戦
略
と
技
術
次
第
で
勝
て
る

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
「
壁
の
チ
ェ
ス
」

！
道
具
を
使
わ
ず
、
岩
壁
を
登
る
。
写
真

は
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
岩
場
（
写
真
提
供
／
長

谷
川
美
玲
）
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大
き
な
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
で
、
今

度
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
広
め
る
活
動
を

し
た
い
と
思
い
、
２
年
生
の
秋
頃
に
つ

く
り
ま
し
た
。

現
在
部
員
は
13
人
で
、
初
心
者
と
経

験
者
が
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
は

部
長
と
し
て
、
部
員
の
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。
練
習
は
週
１
回
で
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ジ
ム
で
練
習
す
る
他
に
、
県
内

壁に付いた突起「ホールド」を
つかんで登る。「リード」競技で
は、命綱となるロープをつける

撮影／家老芳美　取材協力／クライミングジム・ウォールストリート

の
岩
場
を
登
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

部
の
活
動
と
は
別
に
、
私
は
自
分
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
、
大
学
の
男

子
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
朝
練
に
毎
日
参
加

し
、
筋
ト
レ
や
走
り
込
み
を
し
て
い
ま

す
。
更
に
、
平
日
週
２
回
程
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ジ
ム
で
練
習
し
て
、
週
末
は
群
馬

県
の
強
化
練
習
会
に
参
加
し
、
県
外
の

施
設
な
ど
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

―
―
大
学
で
の
専
攻
と
今
後
の
目
標
を

教
え
て
下
さ
い

教
育
学
部
に
所
属
し
、
保
健
体
育
を

専
攻
し
て
い
ま
す
。
群
馬
大
学
に
進
ん

だ
の
は
、
地
元
の
群
馬
で
教
員
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
群
馬
大
学

の
教
育
学
部
は
、
小
・
中
学
校
の
教
員

免
許
を
取
る
こ
と
が
卒
業
要
件
で
、
１

年
生
か
ら
学
校
現
場
に
訪
れ
る
機
会
が

あ
る
な
ど
、
全
国
で
も
有
数
の
教
員
養

成
課
程
と
し
て
知
ら
れ
、
県
の
教
員
も

群
馬
大
学
出
身
者
が
多
い
ん
で
す
。

今
後
の
目
標
は
、
国
民
体
育
大
会
で

入
賞
す
る
こ
と
で
す
。
教
員
採
用
試
験

が
そ
の
前
に
あ
る
の
で
、
入
賞
と
合
格

の
両
方
を
勝
ち
取
り
た
い
で
す
。

将
来
は
小
学
校
の
教
員
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
青
少
年
の

研
修
施
設
な
ど
で
働
い
て
み
た
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
海
外
で

働
く
こ
と
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
模
索
中

で
す
が
、
い
ず
れ
の
道
に
進
む
に
せ
よ
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
は
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
と
て
も
盛
ん
で
、
体
育
の

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
現
在
人
気

が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
普

及
す
る
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
ま
だ
日
本
の
学
校
で
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
教
え
る
の
は
難
し
い
状
況
で

す
が
、
い
つ
か
自
分
の
生
徒
に
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

た
。
ず
っ
と
応
援
し
て
く
れ
た
家
族
や

友
人
の
前
で
有
終
の
美
を
飾
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
―
大
学
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
は
、

長
谷
川
さ
ん
が
つ
く
っ
た
そ
う
で
す
ね

個
人
の
活
動
と
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
を
つ
く
っ
て

普
及
活
動
を
開
始

大学の体育館でも練習できるよ
うに、取り外し可能なクライミ
ングウォールを手作りした（写
真提供／長谷川美玲）
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